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生活単元学習「七夕をしよう」では、地域の伝統行事である七夕を楽しむと共に、達成感を共有し、他

者とのよりよい関わり方を身に付けることをねらいに、単元のまとめとして七夕会を行いました。 

会場には、子供たちが作った吹き流しや飾りが華やかに飾られ、自分の学級の吹き流しを見つけて「こ

こにあった！」「きれいだね」と話す姿が見られました。短冊に書いた願い事を発表した後は、星を集めて

天の川を作るゲームにも取り組み、友達と協力しながら楽しく活動する様子が見られました。制作を通し

て培った達成感を友達や教師と分かち合いながら、七夕会を楽しむ子供たちの姿が印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生活単元学習「自然を楽しもう」では、身近な自然や生き物を実際に見たり触れたりする活動を通して、

生き物に興味をもち、その存在や面白さに気付くことをねらいに取り組んでいます。 

７月７日は、ちょうやカエルの動きをまねて体を動かしたり、虫が食べる野菜や葉っぱに触れてみたり

する活動を行いました。子供たちは、トマトやキュウリ、ナス、ミントの葉っぱを手に取り、「ちくちくす

る！」「匂いがするよ！」とうれしそうに話す様子が見られました。また、ケースに入ったカブトムシを観

察したときには、目を輝かせながらじっと見つめたり、「カブトムシだ！」と喜んで声を上げたりするなど、

生き物への関心を高める姿が多く見られました。 

 

 

 

 

 

                                 

星を集めよう！ 願いごとを 

発表します！ 

カエルはピョーンだよ！ 

ざらざらしてる！ 

虫！ 


